






















































NNS×NS（3組） 調査時期 総文字化分数 NS×NS（3組） 調査時期 総文字化分数
CF1×JF1 2009・6・11 32 分 01×02（JF） 2010・6・29 25 分
CF2×JM2 2009・6・11 38 分 02×03（JF） 2010・6・29 25 分
CF3×JM2 2009・6・16 22 分 03×01（JF） 2010・7・01 25 分
録音された音声・文字化された資料は、個人や団体名が特定されないように匿名性を守り、研究目














（ ） 聞き取り不可能な箇所は、（ ）で示される。空白の大きさは、聞き取り不可能な音声の相対的な長さに対応している
（m.n） 音声が途絶えている状態があるときは、その秒数がほぼ 0.2 秒ごとに（ ）内に示される
（．） 0.2 秒以下の短い間合いは、（ ）内にピリオドを打った記号によって示される
言葉： 直前の音が伸ばされていることは、コロンで示される。コロンの数は引き伸ばしの相対的な長さに対応している
h 呼気音は hで示される。





























































































































ていると発話した。2行目では、CF3 は JM2 が話したことに対して知らないという反応で「あっ、




CF3 が自分で話したい敦煌について、少し話し続けた。13 行目から 30 行目までは、がCF3 に向け
て、香港について話したということが分かった。31 行目に 2秒の沈黙が生じ、32 行目から 34 行目ま
では、CF3 がもともと話したかった敦煌の話題を再び語り始めた。
上記に述べられた環境の中で、注目したいのは 14 行目と 32 行目である。
12 行目と 13 行目において、二人の話者は同時に大きい声で笑っている。14 行目に CF3 が「あっ、
そうなんですか。」と発話し、JM2 が聞き間違えた「香港」という話題に対し、訂正する行為がなく、




注目したいのはCF2 による話題転換の 1行目と 8行目と 19 行目だ。



























る。10 行目から 18 行目までは二人の会話参加者が「経つ」という動詞の変形について、話していた。
ただし、CF2 の発話を分析してみると、10 行目から 18 行目までにおいて、15 行目で先行話題に戻
るという指示があったとも分かった。19 行目で CF2 が話題を転換してもいいという判断ができ、先
行話題に戻らないけれども先行話題と関連があるタイに行くきっかけという話題を導入した。
会話断片（4.03）

























教師やるのという質問をし、CF1 の答えを求めている。1行目から 19 行目までは中国で大学先生に
なるにはどのような条件が必要かという内容について二人の会話参加者が会話をした。17 行目で
3秒のポーズがあったけれども、CF1 がそれ以降再び発話がなく、18 行目で JF1 がまた先行話題に
ついて自分の感想を話した。20 行目では、CF1 が新しい話題を導入して、JF1 の将来の進路につい
て聞いた。
会話断片（4.04）





















会話断片（4.04）において、1行目から 18 行目までは二人の会話参加者は JF1 が行っていった日
暮里を中心にし、会話をした。ほかに、1行目から 18 行目までCF1 の発話が実質的な発話が少なく、























































17 行目で、JF1 がまだ日暮里の商店街について語っているところ、18 行目で CF1 がもうすでに発
話権利を取ってもよいと判断し、19 行目で「発話の順番取りシステム」による JF1 の発話権になる
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The Structure of Topical Transitions in Conversation:
AnAnalysis of theData Collected from the Interactions between
Japanese and Chinese Participants on Friendly Terms
XU, Jiayao
The aim of this paper is to specify differences in the way Chinese and Japanese participants shift
topics when they interact with each other in the Japanese language. The data consist of three 20-
minute spontaneous Japanese conversations recorded in Japan. The analysis focused upon topic-
shifting patters and topic-shifting strategies observed in the data. The result does not show the topic-
shifting patterns as have been discussed in other research articles dealing with the same subject.
From the perspectives of interactional analysis, we might be able to conclude that Chinese
participants tend to change topics when they want to without giving any signals to their addressees.
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